
第 31回 日本語日本文化教育研究会 
 

2018年 3月 17日（土） 
於：大阪大学中之島センター 

 
プログラム 

開場 13:00 
 
開会の挨拶 13:20～ 
 
研究発表 （於講義室 406） 
      １）13:30～14:05 
接尾辞「―み」における一考察 
 

大久保亞紀（神戸松蔭女子学院大学大学院生） 
      ２）14:05～14:40 
日本語学習者の漢字認識能力に関する研究 

重信楓（神戸松蔭女子学院大学大学院生） 
 
（休憩） 
 
ポスター発表 （於多目的室 403） 

1）日中受身文の「視点の制約」と「影響性の含意」  
――テレビドラマにおける会話文の分析を通して―― 

陳冬姝（大阪大学大学院生） 
2）日本語学習者が自然だと感じる日本語音声の特徴  

―発話速度、ポーズ、フィラーを中心に― 
陳冠霖（大阪大学大学院生） 

3）謝罪の前置きにおけるノダガとガの使い分け 
LE CHI HUY（レ・チ・フイ）（大阪大学大学院生） 

4）日本の青少年による海外での書道授業とパフォーマンスの実践（2017 年） 
福光敬子（大阪大学日本語日本文化教育センター非常勤講師） 

 
（休憩） 
 
      ３）15:40～16:15 
大阪市の多文化共生 ―外国ルーツの子ども達への教育システムの構築― 

馬場 裕子（大阪大学日本語日本文化センター非常勤講師） 
      ４）16:15～16:50 
外国語に導入される日本語借用語の誤用・誤訳・誤解の分析とその分類の試み： 

̶̶スペインの日本文化用語辞典にみる「誤り」の事例研究から̶̶ 
ミヤン・マルティン，アルベルト（慶應義塾大学経済学部） 

 
17:30 ごろ～ 懇親会 
 
 


